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北
村
透
谷
の
「
純
文
学
」
概
念
再
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山
路
愛
山
と
の
論
争
を
め
ぐ
っ
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国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
本
） 

 

一
、 

日
本
近
代
に
お
け
る
「
文
学
」
概
念
の
再
編
過
程
に
投
じ
た
一
石 

民
友
社
の
論
客
、
山
路
愛
山
は
「

頼ら

い

襄
の
ぼ
る

を
論
ず
」(

山
路
弥
吉
名
、
『
国
民
之
友
』
一
八

九
三
年
一
月)

で
「
人
生
、
即
ち
事
業
な
り
」
と
冒
頭
に
掲
げ
、
頼
山
陽
の
詩
文
が
江
戸
後

期
の
世
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
説
い
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
翌
月
、
北
村

透
谷
は
『
文
学
界
』
創
刊
二
号
に
「
人
生
に
渉
る
と
は
何
の

謂い

ひ

ぞ
」
を
掲
載
、
愛
山
の
態

度
を
「
反
動
」
と
呼
び
、
「
彼
は
『
史
論
』
と

名な

づ

く
る
鉄
槌
を
以
て
撃
砕
す
べ
き
目
的
を

拡
め
て
、

頻し

き

り
に
純
文
学
の
領
地
を
襲
は
ん
と
す
」
と
非
難
し
、
い
わ
ゆ
る
「
人
生
相
渉

論
争
」
の
口
火
を
切
っ
た
。
民
友
社
は
、
明
治
中
期
の
自
由
民
権
運
動
を
牽
引
し
た
徳
富

蘇
峰
が
率
い
る
思
想
結
社
。
『
国
民
の
友
』(

一
八
八
七
年
創
刊)

が
表
紙
に
掲
げ
た
「
政
治

社
会
経
済
及
文
学
之
評
論
」
の
う
ち
、
「
文
学
評
論
」
の
中
心
に
「
史
論
」
を
位
置
づ
け

て
い
た
。
愛
山
の
頼
山
陽
へ
の
透
谷
の
論
難
は
、
蘇
峰
の
い
う
「
文
学
」
概
念
を
攻
撃
し

た
の
と
同
じ
こ
と
だ
っ
た
。
実
際
、
論
争
に
は
蘇
峰
も
噛
む
こ
と
に
な
っ
た
。 

そ
の
透
谷
の
提
言
は
、
日
本
の
学
術
界
に
近
代
的
な
人
文
学(the hum

anities)

に
相

当
す
る
「
文
学
」
概
念
が
根
づ
い
て
間
も
な
い
時
期
に
、
そ
れ
よ
り
狭
義
の
言
語
芸
術
と

し
て
の
「
文
学
」
を
押
し
立
て
る
「
概
念
の
闘
争
」
を
挑
ん
だ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

彼
が
提
示
し
た
「
純
文
学
」
概
念
の
歴
史
性
を
問
う
こ
と
こ
そ
、
論
争
の
核
心
を
な
す
は

ず
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
「
人
生
相
渉
論
争
」
を
巡
っ
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ほ
ぼ
一
九
七

〇
年
代
を
通
し
て
、
愛
山
の
立
場
を
功
利
主
義
的
文
学
論
と
決
め
つ
け
、
そ
れ
に
対
し
て
、

透
谷
が
率
い
た
同
人
雑
誌
『
文
学
界
』
周
辺
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
に
親
し
い
人
々
に
よ

る
明
治
期
「
浪
漫
主
義
」
の
立
場
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
「
近
代
的
自
我
」
の
創
始
の
よ
う
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に
論
じ
る
小
田
切
秀
雄
の
評
言
を
含
め
、
透
谷
の
思
想
を
自
己
内
面
の
自
由
を
求
め
る
と

評
価
す
る
立
場
か
ら
、
彼
の
思
想
内
容
を
巡
る
論
議
に
終
始
し
た
。
日
本
に
お
け
る
「
文

学
」
概
念
の
再
編
期
と
い
う
認
識
を
欠
い
た
ま
ま
、
文
芸
思
潮
史
に
お
け
る
透
谷
の
立
場

を
探
る
論
議
に
終
始
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

そ
れ
に
対
し
て
わ
た
し
は
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』(

作
品
社
、
一
九
九
八)

な
ど
で
、

明
治
期
に
「
文
学
」
概
念
が
西
洋
近
代
の
そ
れ
を
受
容
し
、
大
き
く
組
み
替
え
ら
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
『
生
命
観
の
探
究―

重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』(

同
前
、
二
〇

〇
七)

で
は
、
北
村
透
谷
か
「
内
部
生
命
論
」(

『
文
学
界
』
一
八
九
三
年
五
月)

を
前
後
す
る

時

期

か

ら

ア

メ

リ

カ

の

ラ

ル

フ‐

ウ

ォ

ル

ド

・

エ

マ

ー

ソ

ン

の

超

絶

主

義

(transcentrism
)

に
急
接
近
し
て
い
っ
た
姿
勢
を
、
日
本
に
お
け
る
二
〇
世
紀
生
命
主

義
の
先
駆
け
と
位
置
づ
け
、
従
来
の
透
谷
論
に
変
更
を
迫
っ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
の
際
に

も
、
「
人
生
相
渉
論
争
」
の
内
実
に
十
分
踏
み
込
ん
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
こ
に
再

考
す
る
所
以
で
あ
る
。 

  

二
、
日
本
近
代
に
お
け
る
「
文
学
」
概
念
再
編
の
概
要 

ま
ず
、
こ
こ
で
改
め
て
、
日
本
近
代
に
お
け
る
「
文
学
」
概
念
再
編
の
概
略
を
ま
と
め

て
お
く
。
「
文
学
」
の
語
は
、
前
近
代
日
本
に
お
い
て
漢
詩
文
の
範
疇
を
意
味
し
、
と
り

わ
け
江
戸
時
代
に
は
、
幕
府
学
問
所
や
藩
校
の
儒
者
を
指
す
呼
称
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
和

歌
も
連
歌
も
物
語
も
広
く
は
「
武
芸
」
に
対
す
る
多
種
多
様
な
「
遊
芸
」
の
ひ
と
つ
、
な

い
し
は
江
戸
幕
府
が
朱
子
学
中
心
の
漢
学
に
対
し
て
設
置
し
た
、
日
本
語
の
著
作
を
主
な

内
容
と
す
る
「
和
学
」
の
内
部
に
分
類
さ
れ
、
「
文
学
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な

か
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
明
治
期
を
通
じ
て
、
「
日
本
文
学
」
の
一
分
野
へ
と
再
編
さ

れ
て
ゆ
く
。 

そ
の
過
程
の
概
略
は
、
ま
ず
一
九
世
紀
半
ば
の
中
国
南
岸
で
、
士
大
夫(

読
者
階
級)

が
身

に

着

け

る

べ

き

文

章

の

学

を

意

味

す

る

「

文

学

」

と

、

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

近

代

の

"literature

”
、
す
な
わ
ち
自
国
語
で
記
さ
れ
た
「
人
文
学
」(the hum

anities)

の

範
疇
に
属
す
る
洗
練
さ
れ
た
作
品(belles-lettres, polite literature)

と
が
互
い
に
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翻
訳
語
に
な
り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
明
治
前
中
期
に
、
日
本
的
「
人
文
学
」
を
範
疇(

カ

テ
ゴ
リ
ー)

と
し
た
。
こ
こ
で
日
本
的
と
い
う
の
は
、
西
欧
に
お
け
る
「
人
文
学
」
は
、
キ

リ
ス
ト
教
神
学
が
対
象
と
す
る
「
神
の
言
葉
」(

教
義)

に
対
す
る
「
人
間
の
言
葉
」
の
世

界
、
あ
る
い
は
ユ
ダ
ヤ‐

キ
リ
ス

ト
教
の
外
の
多
神
教
信
仰
は
宗
教
学
な
い
し
萌
芽
期
の

文
化
人
類
学
が
対
象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の
前
近
代
の
学
芸
全
般
に
、
神
・

儒
・
仏
・
道(

陰
陽
道
を
含
む)

の
信
仰
や
思
想
が
隅
々
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ

ら
を
抱
え
た
内
容
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
立
場
は
、
は
じ
め
て
「
日
本
文
学
史
」
を
標
榜
し
た
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
合

著
『
日
本
文
学
史
』
上
下
二
冊(

金
港
堂
、
一
八
九
〇)

に
代
表
さ
れ
る
。
〔
上
巻

〕
を
担
当

し
た
高
津
鍬
三
郎
は
、
そ
の
〔
総
論
・
第
一
章

〕
で
は
、
一
国
の
「
文
学
史
」
は
、
国
民

固
有
の
性
格
を
示
し
、
政
治
・
宗
教
・
学
問
・
美
術
・
人
情
・
風
俗
を
考
察
す
る
「
歴
史

特
に
、
文
明
史
」
と
相
互
性
を
も
つ
と
い
い
、
そ
の
二
つ
が
「
相
並
び
て
発
達
す
る
こ
と
」

が
望
ま
し
い
と
述
べ
、
〔
総
論
・
第
二
章
〕
で
は
、
芸
術
一
般
を
「
文
学
」
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
ず
、
そ
の
定
義
の
困
難
な
こ
と
に
ふ
れ
た
う
え
で
、
宿
屋
の
台
帳
や
商
店
の
売
掛

帖
な
ど
は
排
除
し
、
「
文
学
」
を
「
科
学
」(

人
文
系
学
問
、
後
述
す
る)
と
も
切
り
離
し
て

「
純
文
学
」(

ピ
ュ
ー
ア
リ
テ
ラ
チ
ュ
ー
ア)

と
い
い
、
「
或
る
文
体
を
以
て
巧
み
に
人
の
思

想
、
感
情
、
想
像
を
表
は
し
た
る
者
に
し
て
、
実
用
と
快
楽
と
を
兼
ぬ
る
を
目
的
と
し
、

大
多
数
の
人
に
、
大
体
の
智
識
を
伝
ふ
る
者
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
が
日
本
で
「
純

文
学
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
た
最
初
の
例
と
想
わ
れ
る

1

。
「
文
体
」
に
重
き
を
置
い

て
い
る
の
は
、
「
自
家
独
自
の
妙
」
と
説
明
が
あ
り
、
「
文
は
人
な
り
」(

文
体
に
こ
そ
個

性
が
現
れ
る)

で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ュ
フ
ォ
ン
伯
の
「
文
体
論
」(

D
i
s
c
o
u
r
s
 
s
u
r
 

l
e
 
s
t
y
l
e
.
 
1
7
5
3
)

を
念
頭
に
置
い
て
い
よ
う
。 

 
1 

こ
の
語
は
英
語
圏
で
は
ほ
と
ん
ど
見
な
い
。
例
外
的
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ
ニ
ス
ン
の

信
仰
問
題
を
離
れ
た
詩
を
称
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
ま
っ
た
く
異
な
る
意
味

で
、
人
文
系
学
問
一
般
と
は
区 

 

別
さ
れ
る
文
章
芸
術
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
北
村
透
谷
が
一
八
九
三
年
に
山
路
愛
山

と
の
論
争
で
用 

い
た
「
純
文
学
」
は
こ
れ
を
借
り
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。 
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 そ
し
て
〔
第
三
章

〕
で
は
「
文
学
」
と
「
科
学
」
と
の
関
係
を
論
じ
る
。
こ
こ
で
「
科

学
」
は
、
政
治
・
理
財
〔
の
ち
経
済
〕
・
歴
史
・
道
義
・
審
美
・
哲
学
の
人
文
諸
学(

t
h
e
 

h
u
m
a
n
i
t
i
e
s
)

を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ま
で
東
京
大
学
文
学
部
の
「
文
学
」

に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
科
目
で
あ
る 

(

一
八
九
〇
年
、
帝
国
大
学
の
設
立
に
伴
い
、
政
治
・
理

財
は
法
科
大
学
に
移
管
さ
れ
、
の
ち
経
済
学
部
を
分
岐
す
る)

。
「
文
学
」
は
、
こ
の
う
ち
の
学

で
は
「
審
美
」
と
関
係
す
る
と
い
う
が
、
「
実
用
と
快
楽
を
兼
ね
る
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

「
実
用
」
と
は
、
読
者
に
一
定
の
知
識
を
与
え
る
効
用
の
こ
と
。
ド
イ
ツ
流
に
「
人
文
学
」

を
「
知
文
学
」
な
い
し

「
理
文
学
」(B

ichenchaft Literatur)

と
「
美
文
学
」
な
い
し

「

純
文
学
」(Schöne  Literatur)
に
二
分
す
る
考
え
を
参
照
し
て
い
る
が
、
一
般
知
識

の
普
及
を
強
調
し
て
い
る
。
高
津
は
の
ち
、
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
述
べ
る
な
か
に

「
善
と
美
と
真
の
斎
一(

ハ
ー
モ
ニ
ー)

」
の
語
が
見
え(

269
頁)

、
新
カ
ン
ト
派
の
影
響
を
受

け
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。 

ま
た
、
こ
の
年
か
ら
博
文
館
は
「
日
本
和
歌
全
書
」
全
一
二
巻
、
「
日
本
文
学
全
書
」

二
四
巻
を
刊
行
開
始
す
る
。
後
者
は
、
和
歌
物
語
、
作
り
物
語
、
回
想
記
、
軍
記
、
戯
作
、

有
職
故
実
書
な
ど
散
文
の
範
囲
を
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
企
画
で
、
「
文
学
」
概
念
が
安
定
し
な

い
時
期
に
、
双
方
併
せ
て
日
本
の
人
文
学
の
範
囲
か
ら
必
読
書
を
網
羅
し
、
注
釈
を
施
し

て
エ
リ
ー
ト
の
卵
た
る
中
学
生
や
中
学
に
行
け
な
く
と
も
同
程
度
の
学
力
を
身
に
着
け
た

い
人
々
に
提
供
す
る
意
図
が
明
確
だ
っ
た
。
や
や
お
い
て
中
国
の
代
表
的
著
作
を
講
義
す

る
「
支
那
全
書
」
全
二
〇
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。 

 

そ
の
よ
う
に
内
部
に
揺
れ
を
孕
み
な
が
ら
も
、
日
本
の
人
文
学
を
範
疇
と
す
る
「
日
本

文
学
」
概
念
が
定
着
し
た
の
を
第
一
段
階
と
す
る
な
ら
、
そ
の
の
ち
一
九
世
紀
後
期
に
か

け
て
、
西
欧
で
感
情
表
現
を
主
と
す
る
、
言
い
換
え
る
と
審
美
的
対
象
と
な
る
狭
義
の
言

語
芸
術
の
範
囲
に
限
定
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
日
本
で
は
、
そ
れ
を
二
〇
世
紀
初
頭
に
受

け
入
れ
、
「
美
文
学
」
な
い
し
「
純
文
学
」
と
呼
ぶ
第
二
段
階
に
移
行
し
た
と
考
え
て
よ

い
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
、
帝
国
大
学
助
教
授
・
芳
賀
矢
一
が
文
部
省
傘
下
の
帝
国
教

育
会
で
行
っ
た
講
演
録
を
ま
と
め
た
『
国
文
学
史
十
講
』(

冨
山
房
・
一
八
九
九)

で
あ
る
。

漢
文
の
著
作
を
排
除
し
、
「
美
文
学
」
の
立
場
を
採
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
立
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場
は
、
そ
の
後
の
国
文
学
界
の
主
流
を
な
し
て
ゆ
く
。 

芳

賀

矢

一

の

い

う

「

美

文

学

」

は

、

ド

イ

ツ

で

「

国

民

文

学

」

(N
ationalliteratur) 

の
概
念
の
定
着
と
と
も
に
、
そ
の
内
部
を"B

ichenchaft 

L
iteratur"(

知

文

学

な

い

し

理

文

学)

と

、

言

語

芸

術

す

な

わ

ち 
"Schöne  

L
iteratur"(

美
文
学)

と
に
分
け
、
後
者
を
民
族
性
を
示
す
も
の
と
し
て
重
ん
じ
る
立
場

に
立
つ
。
自
由
な
感
情
の
表
出
を
重
ん
じ
た
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
展
開
の
帰
結
と
い

え
、
抒
情
詩
を
中
心
に
、
韻
文
で
記
さ
れ
る
劇
詩
、
小
説
を
主
な
対
象
と
す
る
。
日
本
で

は
、
広
義
の
「
文
学
」
の
う
ち
の
「
純
粋
」
な
も
の
と
い
う
含
意
で
「
純
文
学
」
と
も
い

わ
れ
た

2

。
た
だ
し
、
「
美
文
学
」
を
対
象
と
す
る
批
評(K

ritik)

は
「
知
文
学
」
の
一

分
野
で
あ
る
。 

つ
い
で
に
「
藝
術
」
の
語
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
英
語art

の
語
源
を
成
す
ギ
リ
シ
ャ
語

「
テ
ク
ネ―

」(T
echnè)

、
ラ
テ
ン
語
「
ア
ル
ス
」(ars)

と
も
に
技
巧
全
般
を
指
し
、

今
日
で
も "cooking art"

の
よ
う
に
用
い
る
。
古
典
中
国
語
で
は
、
士
大
夫
が
み
に
つ

け
る
べ
き
「
藝
」
と
医
術
や
占
い
な
ど
「
方
術
」
を
合
わ
せ
た
「
藝
術
」
が
相
当
し
、
た

が
い
に
訳
語
に
な
っ
た
。
だ
が
、
と
く
に
一
九
世
紀
後
期
に
、
西
欧
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
高
揚
と
と
も
に
言
語
芸
術
の
う
ち
、
感
情
の
表
現
が
国
民
性
を
示
す
も
の
と
し
て

尊
重
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
半
面
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
の
楽

劇
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
席
巻
す
る
よ
う
な
勢
い
を
も
ち
、
多
神
教
の
民
族
神
話
を
芸
術

の
題
材
に
と
る
傾
向
が
盛
ん
に
な
り
、
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
の
芸
術
界
は
、
神
秘
的
な

象
徴
主
義
の
時
代
を
迎
え
て
ゆ
く
。 

 

そ
の
第
一
段
階
・
明
治
中
期
に
漢
文
を
ふ
く
み
、
日
本
の
人
文
学
を
対
象
範
囲
に
す
る

「
日
本
文
学
」
が
定
着
し
て
間
も
な
い
時
期
に
、
史
論
を
盛
ん
に
す
る
民
友
社
の
方
針
に

対
し
て
、
自
由
民
権
運
動
か
ら
脱
落
し
た
北
村
透
谷
が
志
し
た
詩
を
、
す
な
わ
ち
「
純
文

 
2 

一
九
世
紀
後
期
の
イ
ギ
リ
ス
文
学
で
、
稀
に
”p

u
r
e
 
l
i
t
e
r
t
u
r
e
 

”
と
い
う
語
を
見

か
け
る
が
、
批
評
家
・
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
イ
ギ
リ

ス
の
詩
人
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
テ
ニ
ス
ン
が
、
と
く
に
宗
教
性
を
排
し
た
詩
の
意
味
を
呼

ぶ
の
に
用
い
て
い
る
。
鈴
木
貞
美
『
日
本
人
の
自
然
観
』(

作
品
社
、
二
〇
一
九)

〔
第
一
章
二

節
〕
を
参
照
。 
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学
の
領
土
」
と
し
て
守
ろ
う
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
だ
第
二
段
階
、
漢
文
の
著
作

を
除
外
し
、
和
文
中
心
の
「
美
文
学
」
の
範
疇
を
も
っ
て
「
日
本
文
学
」
と
す
る
芳
賀
矢

一
の
提
唱
す
る
概
念
が
定
着
す
る
以
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
時
点
に
お
い
て
透
谷
の
意

味
す
る
「
純
文
学
」
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
ま
ず
吟
味
し
て
み
な

く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

だ
が
、
そ
の
前
に
、
そ
の
二
つ
の
「
日
本
文
学
」
の
概
念
の
ズ
レ
は
、
今
日
ま
で
尾
を

引
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
今
日
、
流
通
し
て
い
る
、
や
や
詳
し
い
日
本
文

学
史
年
表
の
ほ
と
ん
ど
は
、
巻
頭
に
『
古
事
記
』(

日
本
化
し
た
漢
文
で
記
さ
れ
た
神
話)

、

『
日
本
書
紀
』(

ほ
ぼ
正
則
の
漢
文
で
記
さ
れ
た
神
話
と
歴
史)

、
『
風
土
記
』
諸
篇(

日
本
化
し

た
漢
文
で
記
さ
れ
た
地
誌)

を
掲
げ
、
ま
た
、
と
く
に
日
本
に
独
自
に
開
花
し
た
鎌
倉
新
仏
教

や
曹
洞
禅
の
教
義
に
か
か
わ
る
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
、
ま
た
江
戸
後
期
の
頼
山
陽
『
日

本
外
史
』(

一
八
二
九
刊)

な
ど
を
挙
げ
る
の
を
通
例
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
段
階
の
範

疇
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。 

そ
れ
に
対
し
て
、
芳
賀
矢
一
の
『
国
文
学
史
十
講
』
の
姿
勢
は
、
祝
詞
に
は
じ
ま
る
日

本
語
の
流
れ
、
『
万
葉
集
』
に
は
し
ま
る
歌
謡
と
和
歌
、
平
安
中
期
か
ら
の
物
語
の
流
れ

に
加
え
て
、
『
栄
華
物
語
』
や
『
大
鏡
』
に
始
ま
る
四
鏡
を
「
歴
史
物
語
」
、
『
平
家
物

語
』
『
太
平
記
』
な
ど
を
「
軍
記
物
語
」
と
呼
ん
で
物
語
の
範
疇
に
加
え
て
い
る
。
と
も

に
史
実
に
も
と
づ
い
て
は
い
る
が
、
登
場
人
物
が
会
話
を
交
わ
し
、
和
歌
を
挟
み
、
ス
ト

ー
リ
ー
に
虚
構
を
孕
み
な
が
ら
情
感
豊
か
に
物
語
を
展
開
す
る
が
、
歴
史
叙
述
で
あ
る
以

上
、
そ
の
解
釈
は
知
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
『
平
家
物
語
』
は
、
そ
の
序
章
が
七
五
調
、

駢
儷
体
で
示
す
仏
教
の
無
常
観
を
基
調
に
し
て
語
ら
れ
み
の
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
和
歌
は

あ
ま
た
引
か
れ
て
は
い
て
も
、
縁
語
・
掛
詞
な
ど
和
歌
的
修
辞
を
交
え
た
七
五
調
の
韻
文

は
ご
く
少
な
い
。
『
太
平
記
』
は
、
身
分
秩
序
を
守
る
新
儒
学(

朱
子
学)

に
寄
っ
た
武
士

の
倫
理
観
が
硬
い
漢
語
の
駢
儷
体
を
駆
使
し
て
語
ら
れ
、
し
は
し
ば
中
国
の
故
事
が
漢
文

の
ま
ま
引
か
れ
て
い
る
。
和
歌
は
、
戯
れ
歌
や
落
書
の
風
刺
に
限
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

知
と
情
が
未
分
化
に
展
開
す
る
歴
史
叙
述
を
「
美
文
学
」
と
規
定
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら

を
、
情
感
を
主
体
に
鑑
賞
す
る
態
度
に
導
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。 
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 芳
賀
矢
一
は
、
そ
の
後
、
杉
谷
代
水
と
の
共
篇
の
か
た
ち
で
刊
行
し
た
『
作
文
講
話
及

び
文
範
』(

冨
山
房
、
一
九
一
二)

に
寄
せ
た
〔
序
〕
で
、
中
世
の
和
漢
混
交
文
に
よ
っ
て
漢

文
の
駢
儷
体
の
影
響
が
根
付
い
た
と
見
て
、
そ
れ
を
桎
梏
の
よ
う
に
語
る
な
ど
、
和
文
主

義
の
姿
勢
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

3

。
と
こ
ろ
が
『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て
は
、

仏
教
の
唱
道
説
話
集
で
あ
る
こ
と
を
十
分
、
承
知
し
な
が
ら
、
あ
た
か
も
ド
イ
ツ
の
『
グ

リ
ム
童
話
集
』(K

inder- und H
ausm

ärchen

〔
子
供
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ー
ル
ヘ
ン
〕

1812―
1857

）
を
説
話
の
数
の
上
で
も
凌
駕
す
る
日
本
の
民
話(

民
間
伝
承)

集
で
あ
る
か

の
よ
う
に
『
攷
証 

今
昔
物
語
集
』(
冨
山
房
、
一
九
一
三)

〔
凡
例
〕
な
ど
で
喧
伝
し
て
ゆ
く

4

。 芳
賀
矢
一
の
和
文
主
義
・
感
情
表
現
主
体
の
「
日
本
文
学
史
」
は
、
こ
の
よ
う
に
、
彼

の
そ
の
と
き
ど
き
の
概
念
操
作
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
日
本
に
お
け
る
科
学

(

分
科
の
学
の
意)

と
し
て
の
「
国
文
学
」
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
も
の
と
し
て
今
日
ま
で
評

価
さ
れ
て
い
る
。
疑
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
「
科
学
」
の
概
念
だ
ろ
う
。
北

村
透
谷
の
「
純
文
学
」
概
念
に
つ
い
て
も
、
芳
賀
矢
一
の
そ
れ
と
比
較
検
討
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
は
、
そ
れ
ら
と
前
後
し
て
、
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
史
講
義
』(
東
京
開
成
館
、

一
九
〇
八)

、
ま
た
津
田
左
右
吉
『
文
学
に
現
は
れ
た
る
我
が
国
民
思
想
の
研
究
』
全
四
巻

（
洛
陽
堂
、
一
九
一
七-

二
一
）
が
、
広
義
の
「
文
学
」
の
範
囲
を
対
象
と
し
つ
つ
、
そ
の
う

ち
「
純
文
学
」
を
重
ん
じ
る
態
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
明
言
し
て
い
る
。
「
文
学
」

の
広
義
と
狭
義
が
錯
綜
す
る
概
念
上
の
混
乱
を
穏
当
に
収
め
よ
う
と
す
る
方
策
で
、
藤
岡

作
太
郎
の
場
合
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
が
『
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
』

(H
istoire de la littérature anglaise. 4 volum

es, 1863-1864)

で
、
書
簡
や

ノ
ー
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
文
献
を
探
究
の
範
囲
と
し
、
言
語
芸
術
作
品
の
特
徴
を
解
明
す

る
方
法
を
参
照
し
た
も
の
と
も
思
え
る
。 

 
3 

詳
し
く
は
鈴
木
貞
美
『
日
本
文
芸
史
の
再
編
へ
』(

知
の
新
書
、
文
化
科
学
出
版
局
、
二

〇
二
五)

 

〔
第
二
章
３
〕
を
参
照
。 
4 

同
前
〔
第
三
章
Ⅰ
〕
を
参
照
。 
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 だ
が
、
上
古
に
お
い
て
儒
・
仏
の
思
想
の
受
容
が
日
本
思
想
の
原
始
性
を
錬
磨
し
た
と

説
く
藤
岡
と
、
上
古
の
史
書
の
漢
文
は
民
衆
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
遊
離
し
た
官
僚
の
作
文
に

過
ぎ
な
い
と
説
く
津
田
と
の
あ
い
だ
に
は
、
「
文
学
」
観
の
乖
離
が
大
き
す
ぎ
て
、
混
乱

は
解
決
し
そ
う
に
な
い
。
と
く
に
津
田
が
『
我
が
国
民
思
想
の
研
究
』
〔
第
一
巻

〕
て
説

く
上
古
の
民
間
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
初
期
の
文
化
人
類
学
者
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
タ
イ
ラ
ー
が
宗
教
進
化
論
の
立
場
か
ら
、
人
格
神
を
形
成
す
る
も
と
に
な
る
ス
ピ
リ

ッ
ツ
を
呼
ん
だ
も
の
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
邪
神
の
観
念
を
排
除
し
て
い
る
。
そ

し
て
藤
岡
も
津
田
も
、
と
も
に
、
上
古
の
史
書
の
後
代
に
お
け
る
享
受
史
を
考
察
か
ら
外

し
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
『
古
事
記
』
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
本
居
宣
長
ら
神
道
家

に
よ
る
扱
い
や
、
九
二
〇
年
に
和
辻
哲
郎
が
『
日
本
古
代
文
化
史
』
で
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ

ぃ
ズ
ム(

素
朴
趣
味)

の
立
場
か
ら
、
そ
の
素
朴
な
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
面
白
さ
を
絶
賛
し
、
鈴

木
三
重
吉
が
『
古
事
記
物
語
』
を
編
み
、
子
供
た
ち
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
、
評
価
史
・
受
容
史
の
側
面
を
考
慮
す
る
こ
と
可
欠
だ
ろ
う
。 

評
価
史
の
検
討
の
必
要
性
は
、
明
治
期
の
北
村
透
谷
と
山
路
愛
山
と
の
「
人
生
相
渉
」

論
争
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
と
っ
く
に
古
び
た
図
式
が
亡
霊
の
よ
う
に
、
い
ま
だ
に

情
報
網
の
あ
い
だ
を
漂
っ
て
お
り
、
初
学
者
の
頭
脳
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

そ
の
図
式
を
抜
け
出
す
た
め
に
は
、
た
だ
裁
断
し
て
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
、

そ
の
時
期
に
お
け
る
位
置
を
相
対
化
し
、
既
存
の
評
価
を
超
え
る
方
途
を
示
す
努
力
が
重

ね
な
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
「
日
本
文
学
史
」
が
進
展
す
る
の
で
あ
る
。 

、 三
、 

透
谷
に
お
け
る
「
文
学
」
観
の
進
展 

北
村
透
谷
に
と
っ
て
、
テ
ー
ヌ
の
『
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
』
は
、
一
国
の
文
学
史
と
い
う

も
の
の
意
義
を
告
げ
る
も
の
だ
っ
た
。
透
谷
は
、
関
根
正
直
が
江
戸
時
代
の
小
説
の
展
開

を
通
覧
し
た
『
小
説
史
稿
』(

金
港
堂
、
一
八
九
〇)

に
対
し
て
即
座
に
反
応
し
、
短
評
「
文

学
史
の
第
一
着
は
出
た
り
」
を
『
女
学
雑
誌
』(

五
月)

に
寄
せ
た
。
「
文
学
史
」
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
の
「
行
跡
を
一
二
古
書
の
中
に
求
」
め
、
そ
の
新
し
さ
古
さ
を
鑑
定
す

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
い
、
テ
ー
ヌ
の
名
前
を
出
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
「
文
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学
史
」
の
意
味
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
「
歴
史
」
と
取
り
組
む
「
大
事
業
」

で
あ
り
、
「
一
の
時
代
に
は
其
宗
教
あ
り
、
志
想
あ
り
、
哲
學
あ
り
、
外
辺
あ
り
、
其
根

性
あ
り
、
其
種
族
あ
り
、
是
等
の
者
を
觀
察
し
、
究
明
す
る
は
文
学
史
を
編
む
者
の
任
な

り
」
と
ま
と
め
、
日
本
に
お
い
て
は
「
真
に
日
本
な
る
一
国
を
形
成
す
る
原
質
を
詳
か
に

す
る
」
こ
と
、
「
其
人
民
の
性
情
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と

結
ん
で
い
る
。
透
谷
は
、
テ
ー
ヌ
の
『
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
』
第
一
巻
〔
序
説

〕
に
ふ
れ
て
、

は
じ
め
て
一
国
の
「
文
学
史
」
が
も
つ
重
要
性
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
意
味
は
「
明
治
文
学
管
見
」
「
国
民
と
思
想
」(

と
も
に
一
八
九
三

）
に
も
明
ら
か

で
あ
る
。
「
国
民
と
思
想
」
で
、
透
谷
は
説
い
て
い
る
。
「
生
存
競
争
の
国
際
関
係
」
に

勝
ち
ぬ
く
に
は
「
国
民
の
元
気
」
を
つ
く
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
こ
の
「
元
気
」

は
、
道
家
な
ど
東
洋
思
想
で
万
物
生
成
の
お
お
も
と
の
「
気
」
の
観
念
を
承
け
た
も
の
と

い
っ
て
よ
い
が
、
「
人
間
を
し
て
正
当
に
人
間
た
る
位
に
進
ま
し
む
る
た
め
に
は
」
国
家

や
社
会
の
あ
り
方
だ
け
で
は
な
く
、
道
徳
や
美
に
つ
い
て
の
創
造
的
な
思
想
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
透
谷
の
「
人
生
相
称
論
争
」
の
根
幹
を
な
す
、
世
界
観
の
原

理
を
な
す
形
而
上
学
が
、
あ
る
べ
き
「
文
学
」
の
核
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
ろ
う5

。 

 

ち
な
み
に
、
テ
ー
ヌ
は
、
文
芸
批
評
家
・
シ
ャ
ル
ル=

オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
サ
ン
ト‐

フ
ー
ブ
流
に
作
品
を
形
成
す
る
諸
要
素
を
作
家
の
伝
記
的
事
項
に
求
め
る
方
法
を
学
ん
で
、

『
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
』
第
一
巻
〔
序
説

〕
で
、
文
学
作
品
を
「
時
代
・
人
種
・
環
境
の
互

い
に
浸
透
し
あ
う
三
つ
の
要
素
が
作
り
出
し
た
も
の
と
し
て
了
解
し
う
る
」
と
明
言
し
、

環
境
決
定
論
の
立
場
を
打
ち
出
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
や
が
て
は
、
北
半
球
に
お
い
て
日

本
列
島
の
温
暖
・
湿
潤
な
気
候
が
比
較
的
豊
富
な
食
物
を
提
供
す
る
た
め
、
中
国
の
史
書

か
ら
漏
れ
出
て
く
る
権
力
者
の
苛
烈
で
残
虐
な
性
情
や
戦
闘
性
に
比
し
て
、
一
般
に
温
和

で
淡
白
な
民
族
性
が
い
わ
れ
、
だ
が
、
日
露
戦
争
が
過
ぎ
る
と
、
時
に
激
烈
な
憤
激
が
加

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
た
。
藤
岡
作
太
郎
『
国
文
学
史
講
義
』
〔
総
序

〕
を
覗
い

 
5 

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究―

重
層
す
る
危
機
の
な
か
で
』(

作
品
社
、
二
〇
〇
七)

〔
第

六
章
〕
〔
第
七
章
〕 

を
参
照
。 
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て
み
れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
、
藤
岡
は
、
風
土
還
元
主
義
は
と
ら
ず
、
中
国
思
想
の
享
受
に

よ
り
、
国
民
性
が
錬
磨
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
加
え
て
い
た
。
日
本
の
風
土
に
つ
い
て
の

言
論
も
、
の
ち
、
寺
田
虎
彦
「
日
本
人
の
自
然
観
」(

一
九
三
五)

が
、
山
岳
に
隔
て
ら
れ
た

地
域
ご
と
の
特
殊
性
、
多
様
性
を
論
じ
る
な
ど
変
容
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る

6

。 

だ
が
、
透
谷
の
時
代
は
ち
が
っ
た
。
植
民
地
化
の
危
機
を
逃
れ
た
日
本
の
港
湾
都
市
、

た
と
え
ば
東
京
・
築
地
に
は
、
列
強
諸
国
の
居
留
地
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
国
家
の

生
存
闘
争
の
時
代
と
い
う
歴
史
認
識
が
実
感
を
伴
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

生
物
個
体
の
生
存
競
争
原
理
を
説
い
た
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
転
用
し
、
国
家
を
生
物
個
体

と
類
比
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
の
影
響
下
に
当
代
の
指
導

層
の
多
く
が
一
種
家
族
国
家
観
に
染
ま
っ
て
い
た
。
北
村
透
谷
も
山
路
愛
山
も
、
ま
ぎ
れ

も
な
い
明
治
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト(

国
民
国
家
主
義
者)

だ
が
、
と
も
に
、
自
由
民
権
運

動
に
賛
同
す
る
と
こ
ろ
が
深
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
よ
う
な
風
土
還
元
主
義
に
も
国
家
全

体
主
義
に
も
容
易
に
染
ま
ら
な
か
っ
た
。
で
は
、
何
が
相
違
し
た
の
か
。
そ
れ
を
問
う
前

に
、
テ
ー
ヌ
の
思
想
に
つ
い
て
少
し
補
っ
て
お
こ
う
。 

テ
ー
ヌ
は
『
芸
術
哲
学
』(philosophy de l'art, 1865–1882)
に
お
い
て
、
文
芸

の
分
野
で
は
、
詩
・
戯
曲
・
小
説
を
重
ん
じ
る
態
度
を
示
し
、
い
わ
ば
ド
イ
ツ
流
の
「
美

文
学
」
に
接
近
す
る
よ
う
な
見
解
を
披
瀝
し
て
い
た

7

。
芳
賀
矢
一
の
場
合
、
ド
イ
ツ
流

の
「
美
文
学
」
に
立
つ
文
学
観
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
文
部
省
お
よ

び
帝
国
大
学
の
権
威
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
森
鴎
外
を
は
じ
め
、
ド
イ
ツ
文
芸
に

接
近
し
た
人
々
が
文
芸
界
の
要
の
位
置
に
座
っ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
テ

ー
ヌ
の
「
文
学
」
観
も
浸
透
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
文
部
省
は
、
一
九
一

〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
に
習
っ
て
、
絵
画
と
彫
塑
に
限
定
し
た
美
術
展
を
開
催

 
6 

鈴
木
貞
美
『
日
本
人
の
自
然
観
』(

作
品
社
、
二
〇
一
九)

を
参
照
。 

7 

さ
ら
に
、
晩
年
、
一
九
世
紀
末
に
は
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
起
源
』
の
シ
リ
ー
ズ
に
力
を

注
い
で
、
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
に
始
ま
る
演
繹
的
思
考
法
が
ジ
ャ
ン‐

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー

ら
の
啓
蒙
主
義
に
、
現
実
を
無
視
す
る
傾
向
を
呼
び
込
み
、
そ
れ
が
保
守
主
義
が
堅
固
な

イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
狂
乱
と
混
迷
を
招
来
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い

た
、
二
〇
世
紀
前
期
に
は
史
料
と
そ
の
読
み
方
が
恣
意
的
な
こ
と
が
、
か
な
り
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
た
。 
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す
る
。
そ
の
美
術
に
見
合
う
言
語
芸
術
と
し
て
詩
歌
・
戯
曲
・
小
説
が
想
定
さ
れ
、
「
美

文
学
」
な
い
し
「
純
文
学
」
の
概
念
が
広
く
定
着
し
て
い
っ
た
節
も
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば

上
田
敏
は
「
文
芸
」
の
語
を
、
言
語
と
視
覚
の
芸
術
に
跨
っ
て
用
い
て
い
る
。 

だ
が
、
国
民
性
の
根
幹
に
、
宗
教
、
志
想
、
根
性
、
種
族
な
ど
を
ラ
ン
ダ
ム
に
挙
げ
て

い
た
北
村
透
谷
は
、
テ
ー
ヌ
の
芸
術
論
の
動
向
を
よ
く
把
握
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

ま
ず
、
透
谷
の
活
動
の
概
要
を
た
ど
っ
て
お
こ
う
。 

 

四
、
透
谷
の
詩―

「
わ
れ
」
を
捨
て
る 

北
村
透
谷
は
一
八
六
八(

明
治
元)
年
一
二
月
生
ま
れ
。
一
八
八
三
年
、
東
京
専
門
学
校

に
入
学
、
国
会
開
設
が
決
ま
っ
て
目
標
を
失
っ
た
民
権
左
派
が
過
激
化
を
狙
う
方
針
に
は

つ
い
て
い
け
ず
に
脱
落
し
、
一
八
八
五
年
、
洗
礼
を
受
け
、
石
坂
ミ
ナ
と
結
婚
、 

一
八
九

二
年
二
月
に
は
『
厭
世
詩
家
と
女
性
』)

を
、
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
に
打
ち
込
む
巌
本

善
治
が
率
い
た
『
女
学
雑
誌
』
に
寄
稿
、
仏
教
を
日
本
の
厭
世
教
と
呼
び
、
日
本
の
女
性

の
自
由
を
妨
げ
る
も
の
と
非
難
し
て
い
る
。 

一
八
八
七
年
四
月
に
は
、
獄
中
に
囚
わ
れ
た
民
権
運
動
の
闘
士
に
想
い
を
寄
せ
る
自
由

律
の
長
編
詩
『
楚
囚
之
詩
』
を
自
費
出
版
し
た
も
の
の
直
後
に
回
収
。
そ
の
秋
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
来
日
し
た
ク
ェ
ー
カ
ー
の
牧
師
の
通
訳
を
手
伝
い
、
非
暴
力
主
義
に
共
鳴
し
、
平

和
運
動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
ク
ェ
ー
カ
ー
と
も
親
し
い

普
連
土

ふ

れ

ん

ど

女
学
校
の
英
語
教
師
に
就
任
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
透
谷
に
は
、
自
由
民
権
運
藤
に
親
近
感
を
抱
き
な
が
ら
も
、

離
反
し
、
自
ら
を
詩
人
と
自
己
規
定
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
同
時
に
平
和
主
義
に
接
近
し

て
い
っ
た
。
『
厭
世
詩
家
と
女
性
』
に
は
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
こ
と
ば
も
引
か
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
、
婚
姻
と
死
と
は
誰
も
が
一
生
、
か
か
わ
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
つ
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
で
は
、
そ
れ
に
仏
教
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、

厭
世
観
を
広
め
て
い
る
こ
と
を
い
う
た
め
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
透
谷
は
劇
詩
『
蓬
莱
曲
』(

一
八
九
一
年
五
月
刊
）
を
も
の
す
る
。
「
蓬
莱
」

は
古
く
か
ら
日
本
を
意
味
す
る
語
で
、
修
行
を
志
す
子
爵
の
若
者
、
柳
田
素
雄
が
恋
人
の
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幻
を
追
っ
て
富
士
山
を
想
わ
せ
る
山
の
森
に
分
け
入
り
、
襲
い
来
る
夢
魔
や
鬼
と
雄
々
し

く
戦
う
が
、
狂
死
す
る
に
至
る
ま
で
の
顛
末
を
書
く
。
透
谷
は
、
そ
の
序
文
で
訪
ね
て
き

た
友
人
に
向
か
っ
て
、
次
の
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。 

「
顧
み
れ
ば
一
六
歳
の
夏
、
独
り
富
士
山
の
絶
頂
に
登
っ
た
と
き
、
初
め
て
世
の
中
に
鬼

神
が
存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
険
し
い
山
道
の
よ
う
な
人
生

の
行
路
は
、
つ
い
に
私
を
し
て
、
瑞
雲
が
横
た
わ
り
、
仙
翁
が
楽
し
く
棲
む
と
い
う
霊
嶽

を
借
り
て
幽
冥
界
に
擬
し
、
半
狂
半
真
の
柳
田
素
雄
を
悲
死
せ
し
む
に
い
た
っ
た
の
た
」

と
。 

「
そ
れ
な
ら
」
と
友
人
は
問
う
。
「
お
前
は
、
魑
魅
魍
魎
の
類
を
信
じ
る
の
か
」
と
。 

透
谷
は
答
え
て
い
う
。
「
信
じ
て
い
る
も
い
な
い
も
な
い
。
悲
し
み
が
極
ま
っ
て
ふ
っ

と
眠
り
に
入
る
と
き
、
神
女
を
夢
に
見
、
熱
病
を
患
っ
て
、
壁
に
怪
物
が
横
行
す
る
の
を

見
る
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
。 

『
蓬
莱
曲
』
は
、
こ
こ
に
作
者
が
い
う
と
お
り
の
作
品
で
あ
る
。
日
本
の
霊
山
と
仰
ぎ

み
ら
れ
て
き
た
富
士
を
魑
魅
魍
魎
の
跋
扈
す
る
舞
台
と
化
し
、
修
行
を
志
す
青
年
、
柳
田

素
雄
が
半
狂
乱
の
う
ち
に
死
に
至
る
ま
で
の
精
神
の
葛
藤
劇
を
繰
り
広
げ
る
。
無
限
の
自

由
を
求
め
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
厳
し
い
現
実
の
壁
の
前
に

頽
く
ず
お

れ
よ
う
と
す
る
と
き
、

反
攻
に
出
て
、
逆
説
的
に
理
想
郷
を
台
無
し
に
し
て
快
哉
を
叫
ぶ
に
も
似
た
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
・
イ
ロ
ニ
イ
の
作
と
い
っ
て
よ
い
。
む
ろ
ん
、
そ
の
底
に
は
、
閉
塞
感
で
わ
が
身
を

痛
め
つ
け
る
日
本
の
精
神
風
土
へ
の
憎
悪
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。 

ま
ず
柳
田
素
雄
と
対
話
を
交
わ
す
の
は
鶴
翁
と
い
う
名
の
道
士
。
道
教
の
仙
術
使
い
が

想
定
さ
れ
て
い
よ
う
。
が
、
鶴
翁
は
仏
や
極
楽
・
地
獄
の
語
も
口
に
す
る
。
道
・
仏
習
合

の
道
術
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
次
の
章
段
に
は
、

樵
き
こ
り

の
源
六
が
現
れ
、
「
死
の
坑
」
に

誘
わ
れ
る
。
そ
こ
に
「
恋
」
の
魔
が
現
れ
、
白
龍
に
見
立
て
た
滝
の
際
に
、
露
姫
の
幻
が

現
れ
、
素
雄
の
琵
琶
に
誘
わ
れ
て
歌
い
、
洞
窟
に
誘
わ
れ
る
も
、
素
雄
は
眠
り
に
落
ち
る
。

変
化
に
満
ち
、
鬼
ど
も
が
現
れ
、
大
魔
王
が
出
現
し
、
都
が
火
に
包
ま
れ
る
幻
影
に
疏
雄

は
狂
乱
し
て
、
幕
と
な
る
。 

修
行
者
が
魑
魅
魍
魎
と
の
闘
う
精
神
界
の
ド
ラ
マ
を
繰
り
広
げ
、
敗
北
に
至
る
ま
で
を
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書
い
た
詩
編
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。 

詩
句
の
運
び
の
特
徴
と
し
て
は
、
『
楚
囚
之
詩
』
が
新
体
詩
の
先
端
を
行
く
自
由
律
の

試
み
だ
っ
た
の
に
比
し
て
、
『
蓬
莱
曲
』
は
、
柳
田
素
雄
が
精
神
の
混
濁
に
陥
り
、
乱
れ

て
ゆ
く
ま
で
を
語
る
セ
リ
フ
が
続
く
が
、
誰
も
が
い
う
よ
う
に
、
七
五
調
で
対
句
・
駢
儷

体
を
駆
使
し
た
漢
詩
調
が
強
い
。
た
と
え
ば
、
第
二
駒
二
場
「
蓬
莱
原
の
二
」
で
、
素
雄

が
再
び
鶴
翁
と
か
わ
す
対
話
の
な
か
に
、
自
身
が
世
の
中
か
ら
爪
は
じ
き
に
あ
っ
て
い
る

と
感
じ
る
心
情
を
語
っ
て
い
う
。 

 

わ
れ
世
の
中
に

敵あ

だ

を
も
て
り
き
、
わ
れ
世
の
中
に
き
ら
は
し
き
も
の
を
も
て
り
き
、

然
れ
ど も

こ
は
わ
が
世
を
逃
れ
し
ま
こ
と
理
由
な
ら
ず
。 

 
 

わ
が
世
を
捨
つ
る
は
紙
一
片
を

置す

つ

る
に
異
な
ら
ず
、
唯
だ
こ
の
お
の
れ
を
捨
て
、
こ

の
お
の 

 
 

れ
を…

…

こ
の
お
の
れ
て
ふ
物
思
は
す
る
も
の
、
こ
の
お
の
れ
て
ふ
あ
や
し
き
も
の
、

こ
の 

 
 

 
 

お
の
れ
て
ふ
満
ち
足
ら
は
ぬ
が
ち
な
る
も
の
を
捨
て
ゝ

去い

な
ん
こ
そ
か
た
け
れ
。 

 

最
初
の
二
句
は
、
ほ
ぼ
同
意
で
あ
り
な
が
ら
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
は
っ
き
り
し
た
「
鶴
は

千
年
、
亀
は
万
年
」
型
の
対
句
構
成
に
入
る
と
し
て
も
、
後
ろ
の
三
句
「
物
思
は
す
る
も

の
」
「
あ
や
し
き
も
の
」
「
満
ち
足
ら
は
ぬ
が
ち
な
る
も
の
」
は
、
自
身
の
心
の
セ
ル

フ
・
イ
メ
ー
ジ
を
三
つ
並
べ
て
見
せ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
が
不
明
確
で
、
自
ら
の
心
に
つ

い
て
一
層
、
懐
疑
を
深
め
る
ば
か
り
で
、
対
照
的
と
は
い
え
な
い
。 

実
際
、
透
谷
の
記

し
た
詩
の
な
か
に
は
、
自
身
の
心
に
つ
い
て
懐
疑
を
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
連
作
詩

「
ゆ
き
だ
ふ
れ
」(

『
白
表
・
女
學
雜
誌
』

〔
第
三
三
二
號

〕 

一
八
九
二
〔
明
治
二
五
〕
年
一
一

月
一
九
日)

の
一
部
を
引
く
。 

 

○
迷
は
ぬ
わ
れ
を
迷
ふ
と
は
、 
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迷
へ
る
人
の
あ
さ
ま
し
さ
。 

 
 

 
 

親
も
兒
も
妻
も

妹い

も

と
も
持
た
ざ
れ
ば
、 

 
 

 
 

闇
の
う
き
よ
に
ち
な
み
も
あ
ら
ず
。 

○
み
に
く
し
と
笑
ひ
た
ま
へ
ど
、 

 
 

い
た
ま
し
と
あ
は
れ
み
た
ま
へ
ど
、 

 
 

 
 

わ
れ
は
形
の
あ
る
じ
に
て
、 

 
 

 
 

形
は
わ
れ
の
ま
ら
う
ど
な
れ
。 

○
か
り
の
こ
の
世
の
か
り
も
の
と
、 

 
 

か
た
ち
も
す
が
た
も
捨
て
ぬ
と
は
、 

 
 

 
 

知
ら
ず
や
あ
は
れ
、
浮
世
人
、 

 
 

 
 

な
さ
け
あ
ら
ば
そ
こ
を
立
去
り
ね
。 

 
 四

行
行
分
け
詩
の
後
半
を
二
字
下
げ
に
し
て
い
る
。
こ
の
形
態
上
の
工
夫
は
、
一
九
二

〇
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
ま
で
続
く
先
駆
け
で
も
あ
る
。 

 

最
初
の
詩
句
は
、
こ
の
世
と
か
か
わ
る
も
の
を
何
一
つ
も
た
な
い
自
身
を
、
二
句
目
は
、

自
身
の
形
な
ど
客
人
、
す
な
わ
ち
仮
の
姿
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
三
句
目
は
、
所

詮
、
す
べ
て
は
仮
り
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
姿
形
な
ど
、
ど
れ
も
捨
て
て
も
か

ま
わ
ぬ
と
、
私
が
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
知
ら
ず
に
い
る
浮
世
の
人
よ
、
ほ
ん
の
少
し
で

も
私
の
こ
と
を
心
に
か
け
て
く
れ
る
な
ら
、
せ
め
て
目
の
前
か
ら
消
え
て
お
く
れ
、
と
い

う
詩
で
あ
る
。 

こ
の
世
に
あ
る
「
我
」
な
ど
仮
の
姿
と
い
う
の
は
、
仏
教
の
常
識
的
観
念
に
属
す
る
が
、

厭
世
観
と
い
う
な
ら
ま
だ
し
も
、
こ
こ
で
は
世
を
厭
う
心
さ
え
も
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。

自
分
の
心
の
は
た
ら
き
を
頼
む
心
に
も
嫌
気
が
さ
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
場
し
の
ぎ
の
心

さ
え
捨
て
る
全
き
自
己
放
棄
の
姿
勢
を
、
だ
が
、
晒
け
出
し
て
見
せ
て
い
る
。
本
当
に

「
我
」
を
捨
て
て
し
ま
う
な
ら
、
こ
ん
な
こ
と
な
ど
言
い
は
し
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
残
さ

れ
た
自
己
意
識
の
在
り
か
を
示
し
て
見
せ
る
微
妙
な
逆
説
の
た
め
に
、
対
句
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
で
も
示
す
し
か
な
い
痛
ま
し
さ
を
感
じ
取
る
敏
感
な
読
者
も
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い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
方
の
人
々
は
、
こ
ん
な
詩
に
心
を
向
け
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
詩
に
目
を
向
け
た
批
評
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
北
村
透
谷
の
前
に
も
後
に
も
、
こ

ん
な
こ
と
を
言
っ
た
人
が
い
た
だ
ろ
う
か
。 

シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ら
「
い
つ
も
酔
っ
て
い
よ
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
や
っ
て
い
け
な
い
の
だ
、
と
。
だ
が
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る

こ
と
を
う
た
お
う
と
し
て
も
、
わ
が
精
神
風
土
に
は
道
教
も
仏
教
も
浸
透
し
て
い
る
。
自

我
を
放
棄
す
る
新
し
い
形
而
上
学
を
具
象
化
す
る
術
を
二
〇
代
半
ば
の
青
年
詩
人
が
開
発

す
る
に
は
、
そ
れ
は
余
り
に
過
酷
な
環
境
だ
っ
た
。
そ
の
重
圧
を
承
け
て
い
る
こ
と
だ
け

は
、
か
ろ
う
じ
て
曝
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
べ
き
か
。
そ
れ
こ
そ
、
透
谷
の
才
能

の
不
思
議
な
と
こ
ろ
と
い
う
よ
り
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。 

『
蓬
莱
曲
』
の
段
階
で
は
、
透
谷
は
邪
神
の
蠢
く
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
世
界
を
招
来
し

て
見
せ
た
。
だ
が
、
そ
の
詩
編
の
刊
行
時
に
は
、
病
魔
に
侵
さ
れ
た
故
に
中
断
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
と
断
り
つ
つ
、
『
蓬
莱
曲
別
篇(

未
定
稿)
』
と
し
て
「
滋
航
路
」
と
名
づ
け

た
断
章
を
添
え
た
。
失
神
か
ら
蘇
え
っ
た
素
雄
が
、
露
姫
を
伴
侶
と
す
る
彼
岸
へ
の
船
旅

に
出
る
場
面
が
描
か
れ
、
「
生
命
に
帰
る
心
地
」
を
得
た
こ
と
か
告
げ
ら
れ
て
い
る
。 

日
本
の
精
神
風
土
と
の
闘
い
に
敗
れ
果
て
て
も
し
か
た
な
い
と
い
う
断
念
と
、
な
お
救

済
を
求
め
る
自
分
を
示
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
思
い
と
の
相
克
を
、
透
谷
は
、
あ
か
ら
さ

ま
に
投
げ
出
し
て
見
せ
た
の
で
あ
る
。
刊
行
は
、
一
八
九
一(

明
治
二
四)

年
五
月
、
養
真
堂

刊
行
と
あ
る
が
自
費
出
版
だ
ろ
う
。 

そ
の
翌
年
、
透
谷
は
「
各
人
心
宮
内
の
秘
密
」
（
一
八
九
二
年
九
月
）
で
、
各
人
の
「
心

宮
」
に
は
二
つ
が
あ
る
こ
と
、
人
は
「
第
一
の
宮
」
で
は
処
世
の
道
を
講
じ
、
「
第
二
の

宮
」
で
「
自
然
の
美
・
真
」
を
見
出
す
こ
と
こ
そ
が
「
未
来
の
生
命
を
形
づ
く
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
人
の
心
に
二
つ
の
は
た
ら
き
が
あ
る
と
せ
ず
に
、
心
の
内
部
を
二
つ
の
空
間

に
分
け
る
思
考
法
を
透
谷
が
ど
こ
か
ら
手
に
入
れ
た
か
、
わ
た
し
は
長
く
思
い
つ
か
ず
に

い
た
が
、
そ
の
考
え
に
は
、
森
鴎
外
が
一
八
九
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
坪
内
逍
遥

『
小
説
神
髄
』(

一
八
八
八
～
八
九)

で
提
示
し
た
「
世
態
人
情
の
あ
る
が
ま
ま
」
に
は
人
性

の
底
が
な
い
と
喝
破
し
た
こ
と
が
響
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
鴎
外
が
依
拠
し
た
の
は
、
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エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト
マ
ン
の
『
無
意
識
の
哲
学
』(Philosophie des 

U
nbew

ussten, 1923)

で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
ル
ト
ェ
ー
ル
・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の

厭
世
哲
学
に
い
う
「
宇
宙
の
意
志
」
「
生
の
盲
目
的
意
志
」
を
「
深
層
心
理
」
の
普
遍
性

に
置
き
換
え
た
理
論
仮
説
だ
が
、
ハ
ル
ト
マ
ン
は
そ
れ
を
「
無
意
識
者
」
と
人
格
化
し
て

述
べ
て
い
た
。
そ
れ
を
厭
世
詩
家
・
透
谷
は
、
人
性
の
二
領
域
の
一
つ
の
よ
う
に
考
え
た

可
能
性
は
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
透
谷
は
「
他
界
に
対
す
る
観
念
」(

一
八
九
二
年
一
〇
月)

で
は
、
神
と
悪
魔
の
二

元
論(

デ
ュ
ア
リ
ズ
ム)

に
立
つ
西
欧
的
世
界
観
に
対
し
て
、
日
本
の
世
界
観
と
し
て
『
竹
取
』

や
『
羽
衣
』
を
あ
げ
、
「
万
有
教
思
想
」
と
呼
ん
で
い
る
。
『
羽
衣
』
は
能
の
タ
イ
ト
ル

と
見
て
よ
い
。
そ
こ
で
も
神
聖
な
場
所
は
「
月
宮
」
と
い
う
有
形
の
も
の
に
託
さ
れ
て
お

り
、
「
そ
の
な
か
に
は
自
在
力
あ
ら
ず
」
「
大
魔
力
あ
ら
ず
、
無
辺
無
涯
の
美
妙
を
支
給
」

し
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
嘆
い
て
い
る
。
こ
の
「
無
辺
無
涯
の
美
妙
」
に
通
じ
る

「
大
魔
力
」
に
あ
た
る
も
の
を
透
谷
は
探
っ
て
い
た
。
「
万
有
教
」
の
名
は
、
神
が
何
に

で
も
普
遍
的
に
宿
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
バ
ル
ー
フ
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神
論
を
一
部

の
人
々
が
「
万
有
神
論
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
を
想
わ
せ
る
が
、
透
谷
が
ス
ピ
ノ
ザ
を
齧

っ
た
跡
は
見
え
な
い
。 

こ
の
よ
う
に
国
民
性
の
根
幹
を
道
教
由
来
の
信
仰
に
探
っ
て
、
西
洋
の
神
と
悪
魔
と
の

対
比
と
比
較
し
、
形
而
上
学
的
な
原
理
を
求
め
る
透
谷
の
志
向
は
、
内
田
魯
庵
『
文
学
一

班
』(

博
文
館
、
一
八
九
二
年
三
月
刊)

あ
た
り
に
促
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
わ
た
し
に
は
推
測

さ
れ
る
。 

そ
し
て
、
そ
の
翌
年
、
透
谷
は
「
人
生
に
渉
る
と
は
何
の

謂い

ひ

ぞ
」
で
、
「
清
浄
に
し
て

侵
す
べ
か
ら
ざ
る
」
「
純
文
学
の
領
域
」
を
掲
げ
て
、
山
路
愛
山
「

頼ら

い

襄
の
ぼ
る

を
論
ず
」
に

打
っ
て
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
透
谷
は
、
先
の
「
各
人
心
宮
内
の
秘
密
」
に
い
う
処
世
に
か

か
ず
ら
う
「
第
一
の
心
宮
」
が
あ
た
か
も
「
未
来
の
生
命
を
形
づ
く
る
」
「
第
二
の
心
宮
」

の
は
た
ら
き
を
「
撃
砕
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
言
い
立
て
た
の
だ
っ
た
。 

 

五
、
論
争
の
背
景 



Taiyō 
An International, Peer-Reviewed, Refereed, Open Access e-Journal 
www.taiyoejournal.com 
 

 

 

ISSN: 3048-8141 (Online) 

 

 

TAIYO2412001                                              VOLUME – 1 ISSUE – 2                                    December-2024 

 
 

17 
 

DOI: 10.5281/zenodo.14802729 

 

 
「
人
生
相
渉
論
争
」
の
経
緯
は
、
辿
っ
て
も
、
さ
し
て
関
心
を
惹
か
れ
る
よ
う
な
新
た

な
要
素
は
見
え
な
い
。
愛
山
に
対
し
て
、
己
れ
の
い
う
「
純
文
学
」
を
「
人
問
の
霊
魂
を

建
築
せ
ん
と
す
る
の
技
師
」
の
行
為
、
「
空
を
撃
ち
虚
を
狙
ひ
、
空
の
空
な
る
事
業
」

「
天
地
の
眼
り
な
き
ミ
ス
テ
リ
ー
を
目
掛
け
て
撃
」
つ
な
ど
と
繰
り
返
す
う
ち
、
己
が

「
人
生
」
を
二
つ
に
分
け
て
、
一
つ
は
「
処
世
」
，
他
は
「
自
然
の
美
や
真
」
を
見
出
す

と
し
て
い
た
言
の
向
き
が
や
や
換
わ
り
、
服
従
を
強
い
る
「
自
然
の
力
」
か
ら
の
「
吾
人

の
霊
魂
の
自
由
」
（
「
凡
神
的
唯
心
的
傾
向
に
就
て
」
『
国
民
之
友
』
一
八
九
三
年
四
月
）
を
訴

え
る
方
向
が
強
く
な
っ
た
こ
と
く
ら
い
だ
ろ
う
。 

そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
言
は
、
愛
山
か
ら
「
禅
僧
の
如
き
山
人
の
如
き
、
世
の
所
謂
す
ね
者

の
如
き
超
然
独
を
楽
し
む
主
我
的
観
念
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
山
人
」
は
仙
人

や
世
捨
て
人
の
こ
と
。
お
そ
ら
く
、
愛
山
は
、
論
争
以
前
の
透
谷
の
詩
に
接
し
て
、
そ
の

よ
う
な
姿
勢
を
感
じ
て
い
た
と
想
わ
れ
る
。 

そ
の
応
酬
は
、
透
谷
の
側
に
立
ち
、
「
功
利
的
文
学
」
の
立
場
に
対
す
る
「
文
学
の
自

律
性
」
の
主
張
な
ど
と
ま
と
め
ら
れ
て
き
た
。
俗
世
間
か
ら
の
精
神
の
自
由
を
目
指
す
の

は
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
方
向
と
は
い
え
る
に
し
て
も
、
世
俗
を
対
象
に
す
る
「
文
学
」

を
「
功
利
主
義
」
と
裁
断
し
て
し
ま
う
な
ら
、
市
民
社
会
を
基
盤
と
し
、
そ
れ
を
描
く
小

説
な
ど
も
、
み
な
「
功
利
主
義
」
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
透
谷
の
議
論
は
、
よ
く
考

え
て
み
れ
ば
、
世
俗
を
相
手
に
す
る
精
神
の
自
由
を
奪
う
議
論
で
も
あ
る
の
だ
が
、
精
神

は
環
境
や
下
部
構
造
に
決
定
さ
れ
る
と
す
る
議
論
が
盛
ん
な
時
期
に
は
、
そ
れ
ら
に
逆
ら

う
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

そ
も
そ
も
を
い
え
ば
、
哲
学
や
史
学
に
し
て
も
、
社
会
の
物
質
的
基
盤
か
ら
相
対
的
に

自
由
に
、
言
い
換
え
る
と
相
互
に
規
定
し
あ
う
関
係
に
お
い
て
、
独
自
の
軌
跡
を
描
い
て

展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
決
定
的
な
勢
力
を
も
つ
社
会
で
は
、
ア
イ
ザ

ッ
ク
・
二
ュ
ー
ト
ン
の
『
自
然
哲
学
の
数
学
的
諸
原
理
』(

プ
リ
ン
ビ
キ
ア
、
一
六
八
七)

で

さ
え
、
創
造
神
の
観
念
か
ら
自
由
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
そ
の
「
一
般
注
」
に
明
確
に
述
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べ
ら
れ
て
い
る

8

。
そ
の
よ
う
に
社
会
と
精
神
の
営
み
の
関
係
を
整
理
し
て
み
れ
ば
、
世

の
中
の
動
き
か
ら
全
く
離
れ
て
、
精
神
の
自
由
、
精
神
の
自
律
性
を
求
め
る
こ
と
な
ど
あ

り
え
な
い
こ
と
な
ど
自
明
だ
ろ
う
。 

頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
は
、
漢
詩
文
だ
け
が
「
文
学
」
を
意
味
し
て
い
た
江
戸
後
期

に
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
文
学
」
の
一
つ
と
し
て
、
武
士
は
伝
統
的
に
皇
統
に
仕
え
る
者
と

し
て
存
在
し
て
き
た
こ
と
を
氏
族
ご
と
に
辿
っ
て
見
せ
た
書
物
だ
っ
た
。
そ
れ
が
実
際
、

幕
末
の
武
士
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
を
述
べ
た
山
路
愛
山
の
「
頼
襄
を
論
ず
」

は
、
「
世
俗
」
の
た
め
の
「
文
学
」
に
味
方
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
が
、
そ
れ

を
い
く
ら
言
い
立
て
た
と
こ
ろ
で
、
相
手
に
は
何
の
意
味
も
も
た
な
い
議
論
で
あ
り
、
実

際
、
そ
の
と
お
り
だ
っ
た
。
透
谷
は
、
議
論
が
噛
み
あ
う
と
思
っ
て
、
論
争
を
し
か
け
た

の
だ
ろ
う
か
。
い
さ
さ
か
、
疑
わ
し
い
。 

山
路
愛
山
は
一
八
六
五(

元
治
元)

年
一
月
生
ま
れ
、
透
谷
よ
り
四
つ
上
で
、
静
岡
バ
ン

ド
に
加
わ
り
、
一
八
八
六
年
に
洗
礼
を
受
け
、
伝
道
師
と
し
て
働
い
た
の
ち
、
民
友
社
に

入
社
、
論
客
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
巌
本
善
治
が
率
い
た
『
女
学
雑
誌
』
に
も
寄
稿
、
慶

應
義
塾
大
学
部
文
学
科
史
学
科
教
授
に
就
任
し
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
雑
誌
『
護
教
』
の
主

筆
も
つ
と
め
て
い
た
。
精
神
界
の
も
つ
力
に
信
を
置
く
立
場
の
人
と
認
め
て
、
透
谷
は
論

争
を
挑
ん
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
明
治
中
期
は
、
日
本
史
上
、
空
前
の
漢
詩
ブ

ー
ム
を
迎
え
て
い
た
。
そ
れ
は
江
戸
中
期
、
明
代
・
古
文
辞
学
派
の
風
を
承
け
た
荻
生
徂

徠
の
弟
子
、
服
部
南
郭
が
『
唐
詩
選
』
を
民
間
に
流
行
さ
せ
た
た
め
、
後
期
に
な
っ
て
、

自
由
闊
達
に
清
新
な
精
神
を
謡
う
精
霊
派
漢
詩
の
風
を
承
け
た
菅
茶
山
ら
が
活
躍
し
た
の

ち
、
そ
の
弟
子
、
頼
山
陽
や
北
条
霞
亭
ら
が
あ
と
を
継
ぎ
、
さ
ら
に
は
大
窪
詩
仏
ら
が
浮

世
絵
風
の
江
戸
情
緒
を
う
た
っ
て
人
気
を
博
し
た
。
明
治
期
に
は
、
語
句
を
嵌
め
換
え
る

だ
け
で
平
仄
の
整
っ
た
漢
詩
が
つ
く
れ
る
手
本
帖
が
出
ま
わ
っ
た
こ
と
が
下
地
を
つ
く
り
、

政
治
家
も
軍
人
も
漢
詩
に
手
を
染
め
、
商
人
た
ち
の
な
か
に
は
上
海
で
中
国
人
の
趣
味
人

 
8 

鈴
木
貞
美
『
日
本
人
の
自
然
観
』(

前
掲
書)

p
.
4
7

を
参
照
。 
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に
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
者
も
出
た
。
漢
詩
ブ
ー
ム
は
明
治
後
期
ま
で
続
い
た
が
、
日
清
戦

争
時
に
中
学
校
の
漢
文
の
時
間
数
が
増
え
は
し
た
も
の
の
、
作
文
・
暗
唱
が
必
須
科
目
か

ら
外
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
世
代
か
ら
漢
詩
を
作
る
能
力
は
極
端
に
落
ち
、
日
露
戦
争
を
過

ぎ
る
と
、
漢
詩
は
改
ま
っ
た
と
き
だ
け
の
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
。 

だ
が
、
明
治
中
期
ま
で
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
世
代
に
と
っ
て
、
漢
詩
文
は
英
語
と
と

も
に
素
養
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
。
そ
れ
を
忘
れ
て
。
明
治
・
大
正
期
の
文
芸
を
語
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
北
村
透
谷
も
山
路
愛
山
も
、
ま
さ
に
そ
の
世
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二

人
と
も
頼
山
陽
の
詩
文
を
読
ん
で
育
っ
た
世
代
だ
っ
た
。 

 

も
う
一
つ
、
付
け
加
え
る
と
、
明
治
中
期
に
は
立
憲
改
進
党
の
矢
野
龍
渓
『
経
国
美
談
』

(

前
編
一
八
八
三
、
後
編
一
八
八
四)

が
一
世
を
風
靡
し
た
。
「
政
治
小
説
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
テ
ー
ベ
の
勃
興
を
論
じ
て
、
民
主
主
義
の
基
礎
を
説
い
た
イ
ギ
リ

ス
の
史
論
の
数
々
か
ら
場
面
を
借
り
て
、
小
説
仕
立
て
に
し
て
人
々
の
耳
目
を
集
め
、
民

権
運
動
を
軌
道
に
載
せ
た
。
地
の
文
は
漢
文
書
き
下
し
体
だ
が
、
か
な
り
新
奇
な
訳
語
を

交
え
、
英
雄
豪
傑
が
活
躍
す
る
日
本
の
軍
記
、
ま
た
実
直
で
簡
潔
な
唐
宋
八
家
文
と
は
一

味
違
う
精
密
さ
で
軍
隊
の
配
置
や
展
開
、
デ
ィ
テ
ー
ル
を
描
写
し
て
読
者
を
驚
か
せ
た
。

矢
野
龍
渓
は
、
こ
れ
を
特
に
欧
文
直
訳
体
と
呼
ん
で
、
細
密
な
観
察
と
思
考
が
イ
ギ
リ
ス

文
明
の
基
礎
と
喧
伝
し
た(

後
篇
〔
付
録
〕)

。
慶
応
閥
の
翻
訳
者
に
受
け
継
が
れ
、
の
ち
森

田
思
軒
が
「
稠
密
訳
」
と
名
付
け
る
翻
訳
文
体
の
基
礎
と
な
っ
た
。 

 

先
に
透
谷
の
駢
儷
体
の
詩
に
、
仮
の
姿
に
す
ぎ
な
い
「
我
」
を
捨
て
る
こ
と
を
め
ぐ
る

自
意
識
の
微
妙
な
逆
説
的
表
現
を
指
摘
し
た
が
、
わ
た
し
は
、
こ
の
翻
訳
体
の
工
夫
を
参

照
し
て
、
透
谷
が
新
し
い
対
句
表
現
を
開
拓
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
い
る
。 

 

つ
ま
り
、
頼
山
陽
の
漢
詩
文
を
読
み
、
『
経
国
美
談
』
を
読
ん
で
育
っ
た
北
村
透
谷
は
、

世
の
中
に
対
す
る
史
論
の
有
効
性
な
ど
十
分
承
知
の
上
で
、
あ
え
て
先
輩
格
の
山
路
愛
山

に
食
っ
て
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

も
う
一
つ
明
ら
か
に
し
よ
う
。
北
村
透
谷
は
『
女
学
雑
誌
』
『
文
学
界
』
な
ど
の
ほ
か
、

二
篇
の
詩
を
『
国
民
之
友
』
に
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
平
家
蟹
」
で
、
一
八
九

二
〔
明
治
二
五
〕

年
一
二
月
三
日
〔
第
一
七
四
号

〕
。
山
路
愛
山
「
頼
譲
を
論
ず
」
が
『
国
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民
之
友
』
に
掲
載
さ
れ
る
前
月
の
こ
と
で
あ
る
。 

他
の
一
篇
は
「
雙
蝶
の
わ
か
れ
」
を
一
八
九
三
〔
明
治
二
六
〕
年
一
〇
月
三
日
〔
第
二
〇

四
号
〕

に
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
人
生
相
渉
論
争
」
が
終
結
し
た
こ
ろ
の
こ
と
だ
。

透
谷
が
論
争
の
口
火
を
張
っ
た
の
は
『
文
学
界
』
だ
っ
た
が
、
論
争
の
途
中
で
も
『
国
民

之
友
』
に
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
先
に
見
て
お
い
た
。
透
谷
は
論
争
に
よ
っ
て
『
国
民
之
友
』

と
決
定
的
に
袂
を
分
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
の
ち
に
見
る
よ
う
に
縁
は

深
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

詩
人
、
北
村
透
谷
は
、
芸
術
と
し
て
の
文
芸
、
「
純
文
学
」
を
推
進
す
る
こ
と
こ
そ
己

が
使
命
と
任
じ
て
、
そ
の
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
す
機
会
を
待
っ
て
い
た
。
精
神
界
に
信
を

置
く
は
ず
の
キ
リ
ス
ト
者
が
、
世
俗
を
相
手
に
し
た
「
事
業
」
な
ど
押
し
立
て
て
よ
い
も

の
か
、
と
い
う
主
旨
だ
が
、
も
と
も
と
キ
リ
ス
ト
教
は
「
カ
エ
サ
ル
の
も
の
は
カ
エ
サ
ル

に
」
と
い
う
イ
エ
ス
の
こ
と
ば
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
政
に
口
を
は
さ
ま
な
い
こ
と
と

引
き
換
え
に
、
国
家
と
民
族
を
超
え
て
世
俗
に
は
た
ら
き
か
け
て
勢
力
を
拡
大
し
て
き
た

こ
と
く
ら
い
透
谷
も
承
知
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
傾
向
が
強
く
、

非
暴
力
主
義
の
ク
ェ
ー
カ
ー
に
接
近
し
て
、
国
家
の
戦
争
に
反
対
す
る
立
場
を
築
い
た
こ

と
が
、
こ
の
時
期
の
透
谷
に
は
、
脱
俗
的
な
姿
勢
を
強
め
る
よ
う
に
は
た
ら
い
た
と
想
わ

れ
る
。
透
谷
は
、
日
清
戦
争
時
に
非
戦
の
姿
勢
を
と
り
え
た
ご
く
稀
な
一
人
で
、
戦
後
日

本
に
は
無
条
件
で
賛
美
す
る
風
潮
が
あ
っ
た(

も
う
一
人
、
無
教
会
派
の
内
村
鑑
三
が
独

自
の
主
張
を
し
た
が
、
こ
こ
で
は
措
く)

。 

も
う
一
つ
、
山
路
愛
山
が
江
戸
後
期
に
尊
皇
思
想
を
高
め
た
頼
山
陽
の
仕
事
を
押
し
立

て
た
こ
と
が
、
当
の
透
谷
に
も
、
ま
た
戦
後
、
透
谷
を
評
価
す
る
側
に
も
は
た
ら
い
た
よ

う
に
想
わ
れ
る
。
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
は
、
武
家
諸
氏
族
の
興
亡
を
列
伝
風
に
編
ん
だ

も
の
で
、
一
八
二
七
〔
文
政
一
〇

〕
年
、
松
平
定
信
に
献
上
さ
れ
、
定
信
の
推
拠
で
二
年

後
に
刊
行
さ
れ
た
。
む
ろ
ん
、
山
陽
も
定
信
も
倒
幕
な
ど
考
え
て
い
な
か
っ
た
し
、
幕
末

の
山
陽
は
穏
健
派
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

山
路
愛
山
「
頼
譲
を
論
ず
」
は
、
そ
の
最
後
を
『
日
本
外
史
』
が
世
を
動
か
し
た
の
は
、

時
勢
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
て
い
る
。
何
も
、
尊
皇
攘
夷
か
ら
倒
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幕
に
至
る
機
運
を
『
日
本
外
史
』
が
つ
く
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。 

江
戸
時
代
を
通
し
て
、
平
和
が
回
復
し
た
世
の
中
で
、
贅
沢
が
昂
じ
て
幕
府
も
諸
藩
も

金
融
業
者
に
借
金
が
か
さ
み
、
幾
度
と
な
く
財
政
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
。
徳
川
幕
府
は
公

家
勢
力
を
極
力
削
ぎ
な
が
ら
、
寺
社
と
そ
の
頂
点
に
皇
統
の
権
威
を
高
め
、
そ
れ
を
通
じ

て
自
ら
の
権
威
を
保
証
し
よ
う
と
し
た
。
綱
吉
は
大
嘗
祭
の
復
活
を
企
て
た
が
存
続
さ
せ

ら
れ
ず
、
吉
宗
は
古
式
に
戻
し
て
祭
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
植
民
地
化
さ
れ
る
危

機
に
も
雄
藩
は
て
ん
で
に
対
応
し
、
尊
皇
攘
夷
か
ら
公
武
合
体
に
進
み
、
尊
皇
開
国
へ
と

混
乱
は
短
期
日
で
収
斂
し
、
鵜
戸
城
無
血
開
城
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

「
頼
譲
を
論
ず
」
の
論
旨
よ
く
掴
ん
で
い
れ
ば
、
透
谷
も
、
漢
詩
に
も
「
空
の
空
な
る
」

大
事
業
は
、
い
く
ら
で
も
あ
ろ
う
、
と
応
じ
ら
れ
た
は
ず
だ
。
明
治
期
を
通
し
て
、
『
日

本
外
史
』
と
と
も
に
、
そ
の
な
か
か
ら
六
六
コ
マ
を
拾
い
あ
げ
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
演

出
す
る
漢
詩
集
『
日
本
楽
府
』(

一
八
二
八)

も
よ
く
読
ま
れ
、
漢
詩
ブ
ー
ム
を
支
え
た
。
そ

の
手
法
を
学
ん
で
、
透
谷
は
精
神
界
の
ド
ラ
マ
を
描
く
『
蓬
莱
曲
』
を
企
図
し
た
と
い
う

推
測
も
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
と
わ
た
し
は
思
う
。 

た
だ
し
、
山
陽
歿
後
の
一
八
六
四
年
版
に
付
さ
れ
た
山
陽
自
筆
の
凡
例
に
は
、
筆
頭
に
、

南
北
朝
の
争
乱
に
南
朝
の
参
謀
格
を
つ
と
め
た
北
畠
鹿
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
が
挙
げ
ら

れ
て
い
た
。
巻
頭
だ
け
漢
文
で
「
大
日
本
者
神
国
也
」
と
は
じ
ま
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
戦
後

の
民
主
勢
力
に
、
愛
山
「
頼
譲
を
論
ず
」
を
ま
と
も
に
読
み
こ
ん
だ
人
が
い
た
と
は
想
え

な
い
。 

北
村
透
谷
は
、
愛
山
の
論
調
は
「
純
文
学
」
の
行
く
手
に
立
ち
塞
が
る
態
度
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
と
抗
議
の
声
を
あ
げ
た
の
だ
が
、
『
国
民
之
友
』
に
は
、
自
分
の
詩
も
載
っ

た
ば
か
り
だ
っ
た
。
史
論
は
何
も
愛
山
の
頼
譲
論
に
限
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
信
仰
に
信

を
置
く
キ
リ
ス
ト
者
の
言
と
は
思
え
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
透
谷
の
心
つ
も
り
は
あ
っ

た
は
ず
だ
。
が
、
透
谷
の
論
調
は
、
概
念
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
無
視
し
た
も
の
に
な
っ
た
。 

透
谷
が
高
邁
な
形
而
上
学
を
掲
げ
て
こ
そ
「
純
文
学
」
が
成
り
立
つ
と
打
っ
て
出
た
の

は
、
先
に
ふ
れ
た
一
八
九
一
～
九
二
年
に
か
け
て
坪
内
逍
遥
と
森
鷗
外
が
、
い
わ
ゆ
る

「
没
理
想
論
争
」
を
繰
り
広
げ
、
文
芸
界
の
耳
目
を
集
め
て
、
す
ぐ
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
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そ
れ
に
は
、
創
刊
期
の
『
文
学
界
』
を
喧
伝
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

 
 六

、
結
び 

そ
し
て
、
『
国
民
之
友
』
を
舞
台
に
し
た
論
争
に
蘇
峰
も
一
枚
噛
ん
だ
こ
と
は
、
透
谷

が
探
っ
て
い
た
「
無
辺
無
涯
の
美
妙
」
に
通
じ
る
「
大
魔
力
」
の
観
念
を
、
一
段
、
具
体

化
す
る
進
展
に
導
い
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
蘇
峰
は
、
透
谷
が
「
厭

世
詩
家
と
女
性
」
で
デ
ビ
ュ
ー
す
る
以
前
、
『
国
民
之
友
』
一
八
八
八
年
五
月
号
に
「
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ヨ
ン
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
文
章
を
掲
げ
て
い
た
。
神
の
啓
示
を
受
け
た

か
の
よ
う
に
新
た
な
考
え
が
ひ
ら
め
く
こ
と
を
い
う
が
、
お
お
も
と
は
、
ラ
テ
ン
語
で
神

か
ら
息
を
吹
き
込
ま
れ
る
こ
と
、
霊
感
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
し
た
。 

北
村
透
谷
は
「
内
部
生
命
論
」(

『
文
学
界
』
一
八
九
三
年
五
月)

の
冒
頭
近
く
、
「
人
間

果
し
て
生
命
を
持
て
る
者
な
り
や
」
と
問
い
、
こ
れ
ま
で
手
探
り
し
て
き
た
形
而
上
学
を

「
人
間
の
根
本
生
命
」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
そ
し
て
い
う
「
民
友
子
の
『
観
察
論
』
を

読
み
た
る
人
は
必
ら
ず
又
た
民
友
子
の
『
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ヨ
ン
』
を
読
ま
ざ
る
べ
か
ら

ず
」
と
。
「
民
友
子
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
蘇
峰
の
こ
と
。
ま
た
い
う
「
イ
ン
ス
ピ
レ

ー
シ
ヨ
ン
を
信
ず
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
真
正
の
人
性
人
情
を
知
る
も
の
あ
ら
ん
や
」

と
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
宇
宙
の
精
神
即
ち
神
な
る
も
の
」
が
人
間
の
内
部
に
感
応
を
引

き
起
こ
し
、
「
生
命
を
再
造
す
る
」
こ
と
だ
と
説
く
。 

透
谷
は
、
す
で
に
エ
マ
ー
ソ
ン
の
超
越
論
哲
学
に
接
近
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、

民
友
社
の
「
拾
弐
文
豪
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
に
着
手
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
思
想
こ
そ
「
和
が
福
音
」
と
説
く
と
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
。 

エ
マ
ー
ソ
ン
は
、
東
洋
思
想
に
触
発
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
を
辞
め
て
、
超
越
論

の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
た
。
宇
宙
に
普
遍
的
な
も
の
と
想
定
す
る
「
大
霊
」(G

reater 

Soul)

を
呼
吸
す
る
こ
と
で
詩
人
は
普
遍
的
な
こ
と
ば
を
吐
く
、
と
説
い
て
、
熱
狂
的
賛

同
者
を
生
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
「
普
遍
我
」(

ブ
ラ
フ
マ
ン)

の
観
念
に

接
し
た
と
考
え
て
よ
い
。 

原
始
林
に
開
拓
に
入
っ
た
北
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
が
強
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か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
半
ば
異
端
視
さ
れ
、
追
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
入
植
し
た
ク
ェ
ー

カ
ー
に
も
、
そ
の
偏
り
は
見
え
る
。
そ
の
名
は
神
の
訪
れ
を
感
じ
て
身
体
を
震
わ
す
こ
と

に
由
来
す
る
。 

透
谷
が
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「
大
霊
」
を
、
宇
宙
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
「
生
命
」
に
読
み
替

え
た
契
機
は
、
お
そ
ら
く
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
進
化
論
を
世
界
の
原
理
の

一
つ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と
が
は
た
ら
い
て
い
よ
う
。
「
万
象
の
声
と
自
然
」(

一
八

九
三
年
一
〇
月)

に
「
引
力
の
法
」
と
と
も
に
「
生
命
の
法
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。 

や
が
て
透
谷
は
、
民
友
社
の
「
拾
弐
文
豪
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
一
八
九
三
年
一

二
月
、
『
エ
マ
ル
ソ
ン
』
を
書
き
あ
げ
て
直
後
に
、
自
殺
未
遂
事
件
を
起
こ
し
、
一
八
九

四
年
四
月
に
、
そ
の
刊
行
を
見
て
間
も
な
く
五
月
に
縊
死
自
殺
を
遂
げ
る
。
彼
が
困
窮
し

て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
を
挫
折
と
見
る
か
、
「
宇
宙
の
生
命
」
に
帰
っ
た

と
見
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
。
透
谷
は
仏
教
に
人
一
倍
、
関
心
が
高
か

っ
た
。 

皮
肉
な
見
方
を
す
る
な
ら
、
透
谷
は
愛
山
に
向
か
っ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
を
め
ぐ
る
概
念
の

闘
争
を
仕
掛
け
て
ゆ
き
、
「
内
部
生
命
論
」
で
民
友
社
の
一
面
を
高
く
評
価
し
、
民
友
社

の
エ
マ
ー
ソ
ン
の
評
伝
の
仕
事
に
あ
り
つ
い
た
。
そ
れ
を
書
き
上
げ
、
こ
れ
で
金
が
入
る

と
思
っ
た
、
そ
の
と
き
、
「
人
生
に
渉
る
と
は
何
の

謂い

ひ

ぞ
」
を
書
い
て
、
愛
山
に
食
っ
て

か
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
、
人
生
に
相
渉
る
事
業
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

透
谷
の
繊
細
に
す
ぎ
る
ほ
ど
の
自
意
識
は
、
そ
れ
を
恥
じ
、
己
を
責
め
た
に
ち
が
い
な
い
、

と
わ
た
し
は
想
う
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

な
お
、
山
路
愛
山
は
同
じ
民
友
社
の
「
拾
弐
文
豪
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
巻
で
『
荻
生
徂

徠
』(

一
八
九
三
年
一
月)

を
担
当
し
、
い
ち
早
く
徂
徠
の
思
想
の
底
に
功
利
主
義
を
看
破

し
て
い
た

9

。
愛
山
は
、
の
ち
社
会
主
義
へ
の
傾
斜
を
深
め
て
ゆ
く
。 

な
お
、
全
世
界
の
根
柢
に
「
宇
宙
大
生
命
」
「
普
遍
的
生
命
」(

と
も
に"universal 

life

”
の
訳
語)

を
想
定
す
る
考
え
は
、
透
谷
歿
後
の
『
文
学
界
』
同
人
の
あ
い
だ
や
、
や

 
9 

鈴
木
貞
美
『
日
本
人
の
自
然
観
』(

前
掲
書)

〔
第
九
章
二
節
〕
を
参
照
。 
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が
て
高
山
樗
牛
「
美
的
生
活
を
論
ず
」
（
『
太
陽
』
一
九
〇
一
年
八
月

）
、
岡
倉
天
心
の
英

文
の
著
書
『
東
洋
の
理
想―

日
本
美
術
を
中
心
に
』(The Ideals of the E

ast-w
ith 

special reference to the art of Japan. 1903)

な
ど
に
拡
が
っ
て
ゆ
く
。
岡
倉

天
心
の
場
合
は
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
ス
ピ
リ
ッ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
触
発
さ
れ
、

道
教(

老
荘
思
想)
の
「
気
」
の
観
念
を
「
生
命
」
に
読
み
替
え
た
も
の
だ
っ
た
。 

生
命
主
義(vitalism

)
は
、
国
際
的
に
は
二
〇
世
紀
へ
の
転
換
期
か
ら
流
行
し
、
日
本

で
は
そ
れ
を
東
洋
の
伝
統
思
想
で
受
け
取
り
、
拡
散
し
て
端
の
見
え
な
い
ほ
ど
の
拡
が
り

を
見
せ
る
。
そ
の
観
念
を
度
外
視
し
て
二
〇
世
紀
前
半
の
日
本
の
思
想
界
は
語
れ
な
い
。

透
谷
の
そ
れ
は
、
そ
の
最
も
早
い
先
駆
け
だ
っ
た
。
そ
れ
を
「
内
面
の
自
由
」
「
近
代
的

自
我
」
の
覚
醒
の
よ
う
に
論
じ
て
き
た
の
が
、
我
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
文
芸
評
論
界

だ
っ
た
。 

も
う
一
人
、
早
く
か
ら
エ
マ
ー
ソ
ン
の
思
想
に
親
炙
し
て
い
た
人
を
あ
げ
る
な
ら
、
国

木
田
独
歩
だ
ろ
う
。
王
陽
明
の
思
想
に
も
親
炙
し
、
壮
大
な
自
我
の
観
念
を
抱
い
て
い
た
。

独
歩
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
そ
こ
か
ら
来
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
彼
が
「
忘
れ
え
ぬ

人
々
」(

『
国
民
之
友
』
一
八
九
八
年
四
月)

で
「
総
て
の
物
に
対
す
る
同
情
の
念
」
を
書
い
て

い
る
。
万
物
が
「
宇
宙
大
生
命
」
で
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
容
易
に
成
り

立
つ
観
念
だ
が
、
そ
こ
に
は
「
僕
の
主
我
の
角
が
ぼ
き
り
折
れ
て

了し

ま

つ
て
、
何
だ
か
人

懐
か
し
く
な
っ
て
来
る
」
と
き
に
起
こ
る
と
あ
る
。
「
宇
宙
大
生
命
」
の
観
念
は
反
転
す

れ
ば
、
こ
の
広
い
宇
宙
で
た
っ
た
一
人
の
寂
し
い
存
在
と
い
う
実
感
を
生
む
。
そ
れ
が
起

こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
総
て
の
物
に
対
す
る
同
情
の
念
」
に
は
変
じ
な
い
。
そ
こ

で
わ
た
し
は
、
こ
こ
に
は
、
鷗
外
経
由
で
エ
デ
ュ
ア
ル
ト
・
ハ
ル
ト
マ
ン
の
感
情
移
入
論

が
介
在
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る

10

。 

出
発
期
の
時
期
の
独
歩
は
、
主
に
自
身
の
精
神
界
の
出
来
事
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
た
。

が
、
の
ち
に
は
中
国
清
代
前
期
に
蒲
松
齢
が
「
文
言
」(

文
語
体)

で
編
ん
だ
怪
談
説
話
集

『
聊
齋
志
異
』
の
翻
訳
に
打
ち
込
み
も
し
た
。
独
歩
が
「
竹
の
木
戸
」(

一
九
〇
八)

な
ど
、

 
1
0 

鈴
木
貞
美
『
日
本
人
の
自
然
観
』(

前
掲
書)

〔
第
一
一
章
〕
を
参
照
。 
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底
辺
を
生
き
る
人
々
の
悲
惨
な
生
活
を
題
材
に
と
る
の
は
、
晩
年
の
こ
と
で
あ
る

11

。 

も
う
一
人
、
こ
の
時
期
に
狭
義
の
「
文
学
」
を
「
純
文
学
」
と
呼
ん
で
い
た
人
を
上
げ

て
お
く
。
夏
目
漱
石
が
朝
日
新
聞
社
に
入
社
後
、
最
初
に
手
掛
け
た
新
聞
小
説
『
虞
美
人

草
』(

一
九
〇
七)

の
〔
十
五
〕
章
で
、
帝
国
大
学
を
卒
業
者
し
た
二
人
の
青
年
の
会
話
の

な
か
に
「
哲
学
と
純
文
学
は
科
が
異
な
る
」
と
出
て
く
る
。
帝
国
大
学
に
「
純
文
学
科
」

と
い
う
学
科
は
実
際
に
は
な
か
っ
た
。
哲
学
と
横
並
び
で
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は

「
哲
・
史
・
文
」
の
「
文
」
す
な
わ
ち
狭
義
の
「
文
学
」
を
指
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
に
は
、
す
っ
か
り
「
文
学
」
の
狭
義
が
定
着
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
。 

 

な
お
、
『
虞
美
人
草
』
は
、
そ
の
二
人
の
青
年
と
藤
尾
と
い
う
若
い
女
性
の
三
角
関
係

を
題
材
に
し
た
長
編
で
、
二
人
の
青
年
の
性
格
の
ち
が
い
を
書
き
分
け
、
ま
た
な
い
最
後

に
は
自
殺
す
る
藤
尾
の
性
格
を
焦
点
の
一
つ
に
し
て
い
る
。
同
時
代
の
風
俗
と
と
も
に
、

心
理
的
葛
藤
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
近
代
的
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

二
〇
二
四
年
一
二
月
稿) 
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そ
の
独
歩
が
「
自
然
主
義
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た
の
は
、
尺
八
の
音
に
載

せ
て
、
女
性
に
翻
弄
さ
れ
て
身
を
持
ち
崩
し
た
男
性
の
生
涯
を
語
る
小
説
「
女
難
」(

一
九

〇
六)

が
性
欲
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
と
い
う
印
象
が
若
い
読
者
に
残
っ
て
い
た
ゆ
え
で
あ

る
。 


